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1. 緒言 

CPS/IoT社会の発展に伴い、センシング・エ

ネルギーデバイスの重要性が増す中、その有望

な候補として環境中へ放出される熱を電気エ

ネルギーへと変換可能な熱電変換技術を使用

したものが着目を浴びつつある。 

そこで本研究では単層カーボンナノチュー

ブ（SWCNT）を用いたフレキシブル性を有す

る N型 CNT糸を湿式紡糸法で作製し、それを

熱電発電デバイスに応用した。 

 

2. 実験方法 

湿式紡糸の紡糸溶液となる CNT分散液の作

製のため、CNT : ZEONNANO SG101、分散材

として界面活性剤 : DODMACを使用した。作

製した分散液に Sodium Alginateを添加し、均

一に混ざるまで撹拌した後にシリンジへ充填

し、CaCl2水溶液へ直接紡糸した。その後、完

全に乾燥しきるまで Fig. 1 のように吊り下げ

る形で乾燥させた後、熱処理を行った。 

 
Fig. 1 Picture of CNT yarn drying. 

 

3. 実験結果・考察 

Fig. 2 に作製した CNT 糸の熱電評価特性の測

定結果を示す。複数回計測したゼーベック係数の

値から熱処理した CNT糸はN型の熱電特性を示

した。これは DODMAC の塩素によって、CNT

糸に電子が与えられたためと考えられる[1]。 

本発表では、開発した N型 CNT糸と既に開発

済みの P型 CNT糸を使用した熱電発電デバイス

の作製方法と出力性能についても報告する。 

 

Fig. 2 Seebeck coefficient of N-type CNT yarn. 
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